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	   報 告 者
	Ｂ＆Ｇ別府海洋クラブ　　　　鶴谷中学１年　　　　髙山　大智　    

	大 会 名
	ＩＯＤＡ　ＥＵＲＯＰＥＡＮ　ＣＨＡＭＰＩＯＮＳＨＩＰ　２０１０

	開 催 地
	ポーランド　　カミエンポモースキ

	大 会 期 間
	２０１０年　７月２日～１０日


	気温、水温

ウエアについて


	気温は晴れの時はあったかいけど曇り、雨になると
水温は日本とおなじぐらい

ウエアは晴れの日は夏に着る水着　予備にパドを持っておく

雨の日はウエットスーツ、パドが必要なほど寒かった。海外の選手でドライをいていた選手もいた。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	湖面は波が相当細かいから艇が叩かれやすい
風は北になると強い

細かく風がふれる

	　セッティングで

注意したこと
	セールをふくらます　（浪が細かいから）

	　セーリングで

　注意したこと


	角度よりスピードがさき
フレッシュウィンドをつかむ

　　



	　海上で練習した

こと
	基本的なスピード練習やスタート練習

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	ランニングの時にバランスがとりにくくアンヒールしがちだった。
クローズでは　海外の選手に引けを取らなかったと思う。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	攻めすぎて　でてしまった。


	　コース戦略は

　どうでしたか？


	片側につっこまず、真ん中の　自分のいいと思う側の海面を触れタックでいってよかったと思う

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スピード、浪のあたりかた、コース

	　国内の練習で

　役立ったこと


	最終選考会、ＮＴ合宿で上手な選手と走れたことが　いい練習にも刺激にもなりました。

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	風が吹かなかったことが　多かったけど　仕方ないです。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	じぶんより上位のひと

	　今後の課題と

　目標は？
	スタートを気を付ける。

ＷＯＲＬＤを目指す！

	　ＪＯＤＡへの要望
	とくにありません。

	　

その他


	ヨーロッパ大会に派遣していただいて　ありがとうございました。
これからもがんばって　またＮＴ入りを目指します。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

